
酵動砂㍑　′紳ヰ動き
／5号7凰）　より

全国膠原病友の会のあゆみ

10周年記念総会を開催する運びとなりました。ここに設立当初からの友の会のあゆ

みをまとめてみました。

（友の会の呂的）

本会は膠原病に関する正しい知識を高め，明るい療養生活を送れるよう会只相
の親睦を図るとともに膠原病の原因究明と治療法の確立ならびに社会的対策を

促進することを目的とする。

（友の会の事業内容）
（1）月1回会員相互に研究討議を行う。

（2）機関紅「膠原」を発行する（年6回以上の予定）
（3）必要資料の配布または頒布。

（4）年1回総会を開催する。
（5）無料医療相敵金の開催。

（6）他の難病団体との連携。

（7）図・自治体に医療保障，生活保障の要求。

（8）病気の原因究明，治療法の確立，社会復帰対策の要請。

46年4月

46年4月15日

46年4月～5月

46年5月

46年6月11日

46年7月22日

46年9月5日

46年9月～11月

46年9月20日

46年11月28日

46年12月1日

46年12月

47年1月7日

47年1月27日

47年2月17日

保健同人社内にあった難病友の会の連絡会に膠原病患者より．膠原病友
の会の有無の問い合せ多政の手厳が来る。

発起人打合せを横浜市の河野宅にて行う。（参加者　河野，森田）
保健同人社の，西乗，菊地氏，各会の代表者の協力を碍て友の会の準備

が進められる。

順天堂医大に於て，塩川，橋本，両先生西来．菊地氏，会よう河野，森
田6名で懇肢金を行う。

横浜の河野宅に於で一勝原病友の会”を結成し，発足する。
出席者10名　（会見故40名）

国会に斉藤厚生大臣に河野氏，．膠原病を訴え．第一回の甜願書を手渡す。

朝日新聞にttふえている膠原病”に紹介される。

勝原病友の会の設立総会の準備が行われる。

第一回会員名簿を発行する。（163名）

東京主婦連会館に於で、膠原病友の会”設立総会が開催された。

文京区の佐藤氏宅に事務局を設置する。（発起人である河野氏療着の為）

衆議院議員会館に於てリ1－マテ，ページェット，勝原病共に請願する。

難病団体連絡協議会発足する。
この時の佐藤総理大臣，斉藤厚生大臣に膠原病友の会として，請願電報

をする。
発起人会合する（塩川．橋本両先生．及び西来，福山，吉野，金井先生
と友の会森田，佐藤氏）

決議事項　①膠原病手帳の発行

②毎月一回友の会だよりの発行
③運営委員の選出

④運営委員会を毎月一回行う

御茶の水ttときわ”に於て第一回運営委員会を行う。（出席者20名）

ー7－



47年2月

47年3月23日

47年3月

47年3月31日

47年4月1日

47年4月10日

47年4月30日

47年5月5日

47年5月18日

47年5月21日

47年5月30日

47年6月1日

47年6月7日

47年6月27日

47年7月

47年8月

47年9月5日

47年9月16日

47年9月

47年10月

47年10月

47年10月

47年10月

47年10月15日

47年11月8日

47年11月21日

48年1月5日

48年1月12日

48年3月15日

48年3月15日

48年3月24日

48年3月25日

48年4月11日

48年4月27日

48年5月6日

48年5月27日

48年6月1日

48年9月30日

（この時運営役負の選出）
勝原病友の会だよりの瓜2を発行する。

衆議院第2議員会館に於て議員懇談会に出席（奉加団体11）
“膠原病手帳’川私達の訴え〟を発行する。

第二回会員名簿を発行する。（345名）
全国勝原病友の会として発足する。

全国難病連絡協議会設立大会を行う。（日本看護協会に於て）

朝日新聞に“膠原病者の専用線”の紹介文がのる。
日比谷公会堂に於て難病連主催のチャリティンヨ一によ少約36万の共

益をあげる。

事務局の佐藤氏，病状悪化により贋天堂病院に入院。
膠原病友の会の最初の支部設立愛知県支部。（支部長　有田道子）
－t都民の為の医療を進める会”

東京臆病連絡協議会設立。（東京都知事　出席）
上野京子　副会長逝去す。

NHKテレビ“医療の谷間”忙佐藤氏出演する。

厚生省，滝沢禰生局長と柳瀬審議官膠原病を特定疾患に入る様請願する。
全身エリトマトーデス特定疾患に認定される。

参議員小笠原貞子議員に難病を説明し．其の後日社会労働委員会を傍聴
し，請願する。
二階堂官房長官にリ1－マチ．スモン，筋ジス，膠原の各代表請願する。

47年度4疾患の各研究班編成される。

全身エリトマトーデス。（班長　京都大学医学部教授深瀬政市外26名）

中国．四国支部結成。（支部長　松田敬子）

広島大学第一内科　藤井一男先生協力

厚生省に於て春日審議官と各代表懇談す。

愛知県支部後投会設置される。
大阪膠原病研究会が結成される。会長阪大第3内科Ll廃除．先生外21名

北海道支部結成。（支部長　白勢美智子）
大阪難病違結成大会が行なわれ，この大会を期して，関西支部発足する。

（支部長　肥田怜子）
NAKttこんにちは奥さん”テレビに佐藤氏出演する。

佐藤氏の療張が必要とな少，寺山ゑみ氏の協力により事務局を移轄する。
政府は48年度，白玉福祉政策として定額公費負担より全額公費，負担
にふみきる。（朝日新聞）
ニ1－ス・スコープに佐藤氏出演する。　TBS　6：30こ1－ス

厚生省に中村特定疾患対策室長をたずね，6疾患代表と懇改。

神奈川支部発足す。（支部長　河野千寿子）

北海道難病連結成大会に白勢支部長出席する。
埼玉会館に於て第一回埼玉支部総会支部結成大会を開く。

（支部長　森田かよ子）
厚生省特定疾患対策室中村室長と，6疾患代表と談合する。
フジテレビ（′J＼川宏ショー）母と子の記録に勝又八重さん母子出演す

る○

会報の「膠原病友の会だより」が「勝原」となって13号が充実されて

発行。手作ちながらも会の基盤となって行く。

第2回総会が開催される。（東京勤労者福祉会館にて。）参加者140名。

第3回会員名簿を発行する。（577名）

北海道支師第1回総会開催される。
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48年12月24日

49年1月10日

49年2月208

49年5月23日

49年8月28日

49年10月6日

49年10月9日

49年10月20日

49年12月6日

49年12月6日

49年12月25日

50年4月1日

50年4月

50年5月18日

50年6月3日

50年6月17日

50年7月7日

50年7月31日

50年9月3日

50年9月20日

50年11月8日

、9日

50年12月1日

50年12月19日

50年12月25日

51年1月17日

51年2月28日

51年2月29日

51年3月31日

51年4月8日

厚生省へ陳情する。（全絶遠・日息同盟と共に。）

東京難病団体の代表が都知事に陵胤（特種疾病対策の対象拡大等。）

勝原特粂1号を発行する。
国立名古屋病院に「膠原病センター」発足する。

（3年越しの陳情が乗る。）
河西みどわさん逝去す。

河西書経初代会長辞任される。
会報は飯田たけ棟から河西会長へと手作り絹集が続けられ18号で手す

りは終わとなる。

東京江戸川区で全国初の難病患者福祉手当御度実施される。

（今年4月にさかのぼって月額1万円と決まる。）

第3回総会が開催される。（国立教育会館にて）参加者150名
小野寺哲郎会長が就任。

沖絶県からも参加。
鳩原」19号がタイプ印刷になり発行される○栃木県難病連設立の中
で勝原病の玉木朝子さんが支部づくりの呼びかけ報告が紹介される。

東京支部結成が運営委員会で決まる。（支部長　佐藤エミ子）
関西支部の文集「閑」第1号が発行される。

第4回会員名簿を発行する。（678名）

第2回膠原病診療手帳が発行。
アンケート調査が行われる。

「在宅身障者同志が語り合う5・18集会」に参加する。

参議院社労委月余の傍聴に行く。（年金法一部改正案が審議。）

障害年金改正をすすめる会の第3回国会請願が行われる。

中国四国支部長　松田敬子さん逝去す。

前北海道支部長の森糞智子さんに女児誕生。明かるhニュ→スとなる。

（現在は千葉腺在住です。）
小野寺哲郎会長夫人の雅子様逝去されたことによう．会長辞任される。

第1回東京支部総会が開催される。（支部長　古田保蔵）
本部支部合同運営委員会が開催される。（東京の日本都市セ／クーホテ
ルに封いて。）21名参加。

会長に佐藤エミ子氏を選出する。

今後の運営について又支部との速けいについて討議される。
10月開催予定の第4回総会は延期となり運営委員会において事務作兼

の組鮒ヒ分怨を決める。
「膠原」編集委員会＝森田（責任者）古田・寺山・倉田氏
「勝原」編集弟1回会議が本部事務局にて開催され瓜25号に作業すゝ

む。

請願電報を打電する。
51年度政府予算縞成に向けて次の大臣に打電。（田中厚生大臣・厚生

政務次官・林部弘難病対策課長・大平大蔵大臣宛。）
「膠原病医療相改特集」の録音テープが保健同人事業団よ少編集制作さ

れる。（会員アンケート協力によるもの。）

「膠原病のはなし」順天堂大学塩川康一先生著，保健同人社編集発行さ

れる。

群馬県支部が設立。（支部長　丸江正江）

（関西支部の文集「闘」第2号が発行。）
定例運営委員会で本部事務局宛佐藤会長の辞任の恵表明を事務局長より
説明がされてこれを受理する。
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51年4月18日

51年4月30日

51年5月16日

51年5月30日

51年7月1日

51年11月8日

52年1月10日

52年2月12日

52年5月31日

52年6月5日

52年7月1日

52年7月15～17日

52年7月17日

52年8月1日

52年10月29日

52年10月30日

53年3月1日

53年4月2日

53年6月1日

53年6月30日
～7月2日

53年9月8日

53年12月15日
～17日

54年1月6日

54年6月2日

54年8月4日

54年9月15日
～16日

54年11月1日

54年12月24日

55年1月26日

55年2月9日

55年2月16日

55年3月16日

運営委員代表制にて，とりあえず5月31日の総会準備に入る。

第1回群馬県支部総会が開催される0
「膠原特集2号」の誤集終了第4回総会に配布の予定凸

大阪支部結成大会が開催される。（支静長　沢田安夫）

第4回総会が開催される0（神村■順立鶴見労働福祉会館にて。）
参加者　84名

厚生省は51年度の特定疾患対策を発表し，調査研究班を疾患別35撞
テーマ別8班，治療研究に3疾風　を追加と決定する。

鳩原」ノ広29号「みんなで学習しよう」で障害年金や福祉鮮度をとり

上げることにした。

北海道支部の文集「いちばんほし」テーマ（その光がたしかな明日を照
らしてくれる日まで。）が発行。

社会保険庁業務韻との懇談会に防音年金認定基準に膠原病としての具体

案を提出する。
52・2会員実態調査の報告苔発表。「膠原瓜32号」

京都支部結成総会が開催される。（支部長　本田智園）
NIiKテレビ「奥さんといっしょに」の「女性に多h膠原病」に塩川先

生と寺山事務局長が出演する○

日本チ，リテー協会主催のバザールに参加し，財政拡充をはかる。

兵庫県支部が発足。（支部長　仲供八重子）
第5回会員名簿を発行する。（850名）

支郡長金満開催。（東京77ミリーホテルにて0）

第5回総会が開催される0（東京都障署者福祉会館において0）

参加者　120名

ホームドクター3月号に「膠原病特集」が罷集される0

全国患者・家族集会が開催される○

（東京都勤労福祉会飴にかいて0）
寺山事務局長が膠原病患者の訴えをする。

毎日ライフ6月号に「膠原病の最新治療特集」が桐集される。
日本チ十リテーバザールに参加b

（東京五反田TOCにて。）

倉田虚子氏姓去される○（本部運営委員・神奈川原支部長）
日本チ十リテーバザールに参加○

（浅草の都立産業会館にて0）
全難連主催の大蔵省・厚生省に要諦活動に参加する0

第6回総会が開催される0（主婦会館ホールにてD）

参加者　140名

第7回北海道支部総会に本部より寺山・森田委員が参加する○

全難連宿泊交流会（三浦海岸）に参加する。
1名。

全難連主催の国立神経センター見学に参加0

大蔵省・厚生省に55年度予算に向けて陳情に参施
4名。

全絶遠主催の日本医療社会事業協会と懇談会に参加。
3名。

全難違主催の年金問題学習会に参加0
5名。

千束県支部設立準備全開胤（支部長　篠崎克治）
栃木県支部設立総会開催0
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55年4月19日

一一20日

55年5月6日

55年5月21日

55年9月16日

55年10月178

55年11月23日

55年12月12日

56年4月26日

56年5月8日

56年5月13日

56年5月23日

56年6月7日

56年6月19日

56年9月26日

56年10月21日

56年10月

友の会10年記念総会に関する支部長会議が開催される。

（東京77ミリーホテルにおいて。）　23名参加。
・本部体勢と支部組織化について。

・会費値上げについて

衆議院社労委只会に陳情。
厚生省へ陳情。
全難違主催の日本看護協会役員と懇談会に参加。

東京都主催第5回福祉講座講師として寺山ゑみ・森田かよ子委員がこれ
に協力する。
テーマ「膠原病とわたくしたちの生活の中の医療」

第7匝廠会が開催される。（東京・私学会館ホールにて。）

参カⅡ者106名

全微速主催の厚生省陳情に参力貼　2名。

奈良県支部結成総会開催される。（支部長　林　敏之）
厚生省各課代表者と懇談に参加。5名。

国会請願陳情に参力貼　2名。

（国際障電着年を契機とする身障福祉法の拡大と難病患者の投護措置の
拡充を求めるもの。）

全艶達会報編集部より当友の会事務局を紹介するため取材に来訪される。
読売新聞の「あすに生きる女たち」で関西ブロックの菊池素子さんが紹

介される。

上毛新開・群馬テレビで丸江支部長が闘病記出版活動と知事との面談が

紹介される。
全難遵交流会に参加。3名。

全耕運主催の国会陳情に参力貼　3名。

会報の「膠原」は媚50「まで発行。

現在友の全会只数　1．420名

昭和56年10月30日

！1－て　＿．こ∵●
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